
ユニアデックス
「セキュリティー成熟度診断」

ゼロトラスト成熟度モデル対応
セキュリティー課題の可視化を支援

ITインフラ状況に合わせたセキュリティー対策を強化

「セキュリティー成熟度診断」の概要

現在の自社ITインフラのセキュリティー対策は適切なのか？
さまざまなセキュリティーソリューションの中から、どれを選択したら良いのか？
セキュリティ―にまつわる課題は山積しています。

「セキュリティー成熟度診断」は、セキュリティー状況を診断・可視化し、
効果的な対策を提示することで最適なセキュリティ―対策を支援します。

セキュリティ― に 関する現 状 の 成 熟 度
レベルと目 標 とすべきレベル を診 断 に
より可 視 化することで、ギャップを明 確
にし、改 善 に 向 け た 検 討 を進 め やすく
なります。

・国際規準を参考にしたユニアデックスのオリジナル診断メニュー。
・��問の質問に回答いただくだけで報告書を提出。
・セキュリティーの目指すべき目標と現状のギャップを明らかに。
・取るべき対策に必要なソリューションが明確に。
・対策後にも再度診断を行うことで改善状況の可視化も可能。

目指すべき姿と現状のギャップが明確に
なり、解決すべき課題が明らかになった

セキュリティーのレベル感
が客観的に理解できた

多様な課題の中から何を優先的に解決
すれ ば良いかわかり、ロードマップを
描く参考になった

お客さまの課題 診断後のお客さま

場当たり的な対応により
個別最適になっているが、

本来どうするべきか？

限られた予算で優先すべき
対策は何なのか？

同業他社と比較して、
今の運用業務が適切なのか？

多数あるセキュリティーの
課題をどうしたら良いのか？ セ
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■現状の診断結果と目標の可視化
■改善すべき項目の明確化
■導入すべきソリューションを提示
※メニューによって報告内容は異なります

診断結果報告書（例）
セキュリティー診断結果チャート

目標現在

資産管理

ネットワーク
セキュリティー

資産保護

認証、
アクセス制御

データ復旧

マルウエア防御 脆弱性管理
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他社の状況を参考に納得性の
ある目標を定められた



「セキュリティー成熟度診断」の進め方

Why ユニアデックス？

最新情報・導入のご相談は
Webサイトもご覧ください
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価値あるIT活用を目指し、ライフサイクルの
各フェーズを検討する上で、現状を整理し
課題を共有することが重要です。「セキュリ
ティー成熟度診断」は、スタート地点の一つ
として課題の可視化を支援します。
ユニアデックスは、セキュリティー対策の
立案から実行まで、マルチベンダーとして
の特色を生かし、お客さまの継続的な成長
を支援します。

「セキュリティー診断報告書」のイメージ

Webからお申し込み後、現状把握するための��問のYes/No形式の質問に回答いただくだけで、報告書を作成し診断結果を提示します。

Excelでヒアリング回答 診断実施・報告書作成 診断結果ご報告Webで申し込み

1 2 4

Excelにてヒアリング回答をご登録いただいた後、弊社にて診断を行い、報告書にて診断結果を提示します。

目標現在

資産管理

ネットワーク
セキュリティー

資産保護

認証、
アクセス制御

データ復旧

マルウエア防御 脆弱性管理
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お客さまの
継続的な成長
を支援

計画立案
/ 導入

P

レビュー
/ 診断

C

運用

D
改善検討

A
対策提案
課題を共有

最適化を支援
運用を支援

導入支援
ギャップを埋める

利用状況を共有
課題の可視化

●現状と目標とすべきレベルとのギャップを可視化することで、必要なセキュリティ―対策レベルが明確になります。
●目標レベルに応じた推奨セキュリティー環境構成図を提示します。
●��項目に分類したセキュリティー対策ごとに、必要な項目に対して、検討すべきソリューションカテゴリーを提案します。
　さらに、ゼロトラストの成熟度を７つのカテゴリーに分類して成熟度を示します。


